
北陸先端科学技術大学院大学

○ 産学官連携体制図

○ 成 果 事 例

●学内における講義等
国際特許法、技術経営入門、知的財産
セミナー、競争的研究資金制度と獲得
実践セミナー 等

●学外における座学
特許情報検索講座、農商工連携等人材
育成講座 等

●学外における情報収集活動
日本知財学会、知的財産権制度説明会、
産学連携学会 等

●知的財産管理に関する実務
実施機関：ＮＲＩサイバーパテント（株）

●コーディネート業務に関する実務
実施機関：石川県立大学、

（財）石川県産業創出支援機構

●計測機器等の使用及び技術相談
実施機関：石川県工業試験場

●知的財産関連業務
調査センターにおいて、ＩＰ業務講座で学内における知的財産の創出・活用

について学ぶとともに、特許連絡会で特許案件の審議等を経験した。

●コーディネート業務
本学配置の文部科学省産学官連携コーディネーター等の補助業務として、本

学若手教員の研究を紹介する戦略ミーティングを企画、運営し（９回）、その
後のフォロー活動を実施した。
また、各種展示会等で、本学展示ブースにおいて説明、相談等を担当した。

（産学官連携推進会議、組込み総合技術展等、計７回）

●技術相談等の業務
技術サービス部において、技術相談等を実施した。

●地域との連携
大学周辺地域の各種団体の交流を図る「ＩＳＰ－Ｃommunity Ｎet」を企画、

運営し、地域の親睦と活性化を推進した。

実践的能力の養成 実務による実践能力の育成

【研修の段階設定】
各レベルの修了毎に研修生の個別面談を実施し、研修

成果を確認、検証の上、次段階の研修へステップアップ
させた。
初年度 基 礎（レベル０）：素養、基礎知識の修得

基礎演習（レベル１）：実践的講座等の実施
発 展（レベル２）：実践活動、インターンシップ

２年度 発展演習（レベル３）：長期インターンシップ

【研修生の能力認定】
知的財産管理技能検定 ２級合格１名、３級合格２名

大学等名 国立大学法人
機関名称 北陸先端科学技術大学院大学

座学等

産学官連携活動に携わる若手専門人材の育成

専門知識の向上

【研修の拡大】
調査センター主催のセミナー

を公開とし、近隣の研究機関等
から参加者を受け入れた。

【産学官連携人材育成セミナー】
先端科学技術を支える技術職

員の自己啓発及び相互研鑽に関
する情報交換を行った。

平成２２年１月２８日
ｷｬﾝﾊﾟｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ東京
参加者９５名

インターンシップ ＯＪＴ

大学の持続的な産学官連携活動を支えるために必要な若手専門
人材の育成を図ることとした。

プログラムでは、先行事例調査、アンケート調査、訪問調査等
により国内外の関連情報を体系的に収集、分析するとともに、委
員会を設置し、学内のほか学外有識者、企業関係者から意見を聴
取し、研修プログラムの内容を検討、試行した。

具体的には、学内外の「座学等」、他大学、試験研究機関、民
間の産学官連携推進機関、企業における「インターンシップ」及
び調査センターにおける「ＯＪＴ」を絡めて、専門的知識の修得
と実践能力の向上を目指した。

また、シンポジウム、セミナーの開催や、専用のホームページ
を開設し、情報の共有と発信を図った。

要約 研修の推進及び成果
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本学では研究ポテンシャル
を知的財産として顕在化させ、
技術移転・産学連携を促進し
ていくため、平成１７年９月
に、産学官連携戦略本部を設
置し、理事（研究機構担
当）・副学長の統括による全
研究科との一体的体制を整備
した。

この産学官連携推進本部に
おいて産学官連携活動の中核
組織の役割を担うのが、調査
センターであり、各研究科、
内部組織と一体となり本プロ
グラムを推進している。

このため、調査センターの
有する研究調査、産学官連携、
知的財産の３つの機能を複合
的に活用した集団指導制とし
ている。

また、実行委員会を設置し、
学外からの意見、協力を受け
入れる体制を整えている。

大学等名 ： 国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学

北陸先端科学技術大学院大学 学 長

産学官連携戦略本部長
理事（研究機構担当） 川上 雄資

北陸先端科学
技術大学院
大学支援財団

石川県
工業

試験場

能美市

加賀市

ＴＬＯ
石川県
産業創出
支援機構

北陸地区
国立大学
連合

先端科学技術研究調査センター長

研究調査ユニット

知的財産ユニット

産学官連携ユニット

委 嘱 ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ９
・技術アドバイザー １
・特許アドバイザー ４
・契約アドバイザー ２

知的財産の創出・管理・活用

先端科学技術の動向・市場調査

・産学官連携の推進
・企業等の技術相談
・技術サービス制度の推進

評価
事業評価委員会

外
部
委
員

実 行 委 員 会

学内共同教育研究施設

キャリア支援課

東京ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ

知識科学研究科

情報科学研究科

ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科

技術サービス部

・研修者の派遣

・研修の受入れ

・研修プログラム

・講義担当

参
画

外部有識者
（大学、自治体等）

調 整 委 員 会

イ ン タ ー ン シ ッ プ 等

○教授、特任教授【2名】
○産学官連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【1名】
○技術スタッフ、研究員【2名】
○事務補助スタッフ【2名】

○教授、特任教授【2名】

○産学官連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
【1名】

○知的財産チーフ【1名】
○技術ｽﾀｯﾌ、研究員【4名】
○事務補助スタッフ【1名】

○教授、特任教授【2名】
○産学官連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【1名】
○ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ【1名】

○技術ｽﾀｯﾌ、研究員、技術職員
【3名】
○産学官連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄｽﾀｯﾌ
【3名】
○事務補助スタッフ【1名】

学術協力課産学連携係
《事務組織》
○専任職員【5名】
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